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核死菌体 をそのまま 使用 した ことに 帰 して,
ParticulateAntigenを細胞抗体の研究上の一




ation" なる現象が報告 されている｡ 彼等はモ
ルモ ットを用いて, 蛋 白抗原を Freund'sCo一
mpleteAdjuvantと共に感作する前に, 同じ
蛋白抗原をカ リミョウバ ンで沈毅 させて Parti-
culate Antigen の形で投与 してお くと,対照
動物に較べて血中抗体産生は差異な く行われる
のに対 して,細胞抗体産生は著 しく抑制遅延 さ
れる事実を見出し,この現象にみられる血中抗












って も,遅延型 と即時型アレルギーを解離せ し
めることが出来る様であ り,従って之等両型の
抗体産生機構に対 して,Uhr,Salvin等の一元









































































3. 実 験 成 績






ルク リン感受性を 10倍稀釈旧 ツベル ク リン液
(以下 1:100.T.と記載する)で逐 日的に観察
した｡
感作 5週 目では全例に陽性であった ｢ツ｣反
応が,Challenge直後では全例が陰性化 し, 1
日目では 7例中 5例, 2日目では 7例中 2例 に
同 じく陰性化がみ られ,ツベル ク リン ･ア レル

















Challenge■即 時 1 2 F 3 4 5 7 10 14日目
0×0 16×16日2 2 :14×14H6 5日12×12日8 8 → 一 組 14×14的5 15×15的i6 日
0×0 Sxo.lz;0.22×21日17 19 臣 1架 13x1芸H
0×0 + :loXoL 15.Xx15.HF8.xx17.H12×12川8 7l18×18帥5 6Hl:zs璃 ;≡:;≡:
0×0 卜 二 13×13的6 6日J壬璃 1芸;工芸諾.三 二三 二言 十
0×0 0×0 0×011×11日1号x1;HL40xx140Hl1…≡14H → 12×11H16×16糾2的 L1 5 帥
0×0 0×0 14×14日15oXx15oH 一 十 LIz:;5.:十 子二
数値は反応の縦径×横径 mm 感作 :BCG死菌 50mg+Adjuvant皮下投与
+ 著明な発赤 Challenge:BCG死菌 5mg静注投与
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表 2 BCGF死菌感作ウサギの血中抗体に BCG死菌 Challengeの及ぼす影響
Chal-1enge量 ウサギ番 号 血清採取日 ツベルクリン反応 Boyden 抗 体 価 沈降抗体価 Middlebrook-Dubs凝 集 抗 休 価
(10×2∬) (2X) (5×2X)
(mg) 10 20mm 01 5 10 1 5 01 5 10









(4)BCG 死菌 5mg Challengeの血液所
見に及ぼす影響 :
(i)赤血球,白血球数に及ぼす影響 :































































































表 5, 6に示す如 く,感作後 5, 7,10,15
週のいずれの時期においても,感作群ではすべ
て ｢ツ｣反応陽性を示 したのに対 して,静注後
感作 した群では ｢ツ｣反応は殆んど陰性又は著



















緒言において 述べた 如 く, 泉はウサギ及び
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表 7 BCG死菌静注投与の BCG死菌感作ウサギの血中抗体及び血清蛋白に及ぼす影響
(感作5週目)
実験群 ウサギ Boyden抗 体 価 沈降抗体価 Middlebrook-Dutx)S凝 集 抗 体 価 血 清 蛋 白
番 号 (10×2X) (2x) (5x2x) 総董白 A/G
01 5 10il l lllll 1 5-l【lll 01 5 10I ll l Flll g′dl
感作群 2800456 7.8 1.6156 257






















































んでいる もので あることを考慮 せねばなるま
い｡従って,Asherson等及び泉や著者の行っ
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